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国産市販食品から Clostridioides difficile を検出 

 

研究成果のポイント 

- 医療上重要であり抗菌薬関連下痢症の原因となる Clostridioides difficile が国産市販食品

の約 3％に分布していることを発見 

- 国産市販食品の C. difficile による汚染率は海外の食品と比較し低率 

- 今後、監視の強化や対策の重要性を示唆 
 

研究成果の概要 
酪農学園大学臼井准教授の研究グループは、医療上重要であり抗菌薬関連下痢症の原因と

される Clostridioides difficile という細菌が、国産の市販食品に約 3％分布していること

を明らかにし国際誌 Anaerobe に掲載されました。C. difficile による感染症は日本では問

題とされてこなかったのですが、海外では重篤化し命を落とすことも多いため、アメリカ疾

病管理予防センター（CDC）は、緊急に対応が必要な細菌感染症として指定しており、日本で

も注目が集まりつつあります。 

同グループは、国内の 14つのスーパーマケットから国産野菜を 242 サンプル、国産肉 468

サンプルを購入し C. difficile を分離しました。結果、8サンプルの野菜(3.3%)、６サンプ

ルの鶏肉(6.7%)、1サンプルの鶏の肝臓（3.6%）、１サンプルの豚肉(0.5%)、２サンプルの牛

肉(1.6%)から C. difficile が分離されました。分離された細菌の中には、ヒトの臨床現場で

比較的よく分離されるものと類似したものも認められ、ヒトでの細菌感染症との関連が示さ

れました。 

同グループはこれまでに、牛、豚および犬での C. difficile の分布状況について明らかに

してきました。今回、食品における C. difficile の分布が解明されたことから、動物からヒ

トへの食品を介した伝播の可能性が示されました。今後、C. difficile に対する監視体制の

強化や調理過程における食品の取り扱いに関して注意をすべきことを示す成果となりました。 
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医療上重要な細菌(Clostridioides difficile）
を分離

国産市販野菜
242サンプル
国産市販⾁
468サンプル

18サンプル(約3％）から分離

C. difficileの⼈への伝播と拡散を防ぐために
監視体制の強化
調理過程における洗浄や加熱が重要

⾷品を介して⼈へ
伝播している可能性
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